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（１） 名称及び代表者名

光設計株式会社

代表取締役社長　大櫛 博之

（２） 所在地

本　　　社 徳島市川内町平石住吉１８９番地２

2024年5月15日
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　光設計株式会社は、水の総合コンサルタントとして、昭和41年の創業以来、上下水道、工業用水および

農業用水など生活の基盤となる水の安定供給を目指し業務に取り組んでおります。

　近年、地球温暖化に伴う気候変動、都市化の進展等の影響により、水循環の健全性が損なわれている

状況にあります。安定取水の確保と公共用水域の水質保全が可能となるように環境負荷を軽減し、

水循環の健全性の確保に努めます。

＊事業例

＊事業内容
建設コンサルタント業務

（上水道、下水道、工業用水、簡易水道、簡易給水施設
一般土木、農業土木、農・林・漁業集落排水、施工監理　等）

測量全般、水質調査、環境調査、環境アセスメント

上下水道施設管理素面台帳作成、その他管理図面台帳作成

管路機能保全業務 簡易水道浄水施設設計業務 配水管架替に伴う実施設計業務

配水池設計業務 飲料水用耐震性貯水槽設計業務
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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 二酸化炭素排出量の削減

２ ． 廃棄物排出量の削減

３ ． 水使用量の削減

４ ． コピー用紙消費量の削減

５ ． グリーン購入の推進

６ ． 環境に配慮した計画設計の提案

７ ． 社員の働く環境の改善の推進

８ ． 環境方針を全従業員に周知徹底し、環境経営レポートにより公表する

９ ． 環境法規制や社会的規範の遵守

10 ． 会社周辺の清掃活動を推進

これらについて環境経営目標、環境経営活動計画を定め、定期的に見直しを行い、

継続的改善に努めます。

この環境方針を全ての従業員に周知します。

光設計株式会社

制定日： 2021年4月1日

改定日：

代表取締役

   光設計株式会社は、建設コンサルタントとしての事業活動を行う上で、環境負荷の低減や環境に配慮した活動を
適切に取り組むことは社会的責務であると考えています。当社では、この責務を全うするために、自主的・積極的に
環境への取り組みを推進します。

　　私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎110％以上、○90％以上110％未満、△50％以上90％未満、×50％未満

電力による二酸化炭素削減

合計
2022年 37,979
2023年 31,270

LPガスによる二酸化炭素削減

合計
2022年 7.06
2023年 6.65

自動車燃料による二酸化炭素削減

合計
2022年 2,074.9
2023年 2,189.2

空調温度管理を徹底したことや不要照明の消灯を心がけた結果、目標達成す
る事ができた。扇風機やサーキュレーターを使用し部屋の温度を調節したこ
とも要因であると考えられる。引き続き電力使用量の削減に取り組みたい。

冬場は使用量が多くなったが、年間通しては目標を達成する事ができた。今
後もLPガス使用量の削減に向け継続して実行する。

目標達成することができた。遠方の取引先や現場等への移動が車移動になる
ため、今後大きく削減する事は難しくなってくるかと思う。そのため車の使
用を計画的に行い運転時はエコドライブを推進していきたい。

定期的にエアコンの掃除を行っています

1月 2月 3月

2,581
4,076 4,045 2,704

214.12 208.06 184.32 108.68 156.54 136.29130.35 206.05 235.14 272.54 164.98 172.11
179.10 129.96 233.74 162.00 104.02 124.07168.03 118.84 247.28 240.72 177.49 189.65
10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

数値目標 ○
エコドライブの実施 ○
適正な車輌整備の実施 ○
定期点検の実施 ◎

1.04 1.24 1.86 1.45

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

1.70 1.70 1.70
0.85 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.21

3月
1.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.85

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
冬季以外は給湯の使用を控える ◎

2,297 1,861 2,493 3,151 3,011 2,9512,388 1,700 2,251 3,446 3,140
2,180 1,861 2,867 3,751 4,214 3,449 1,980 2,620 4,232
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 ○
空調温度の適正化（夏季：28℃、冬季２２℃） ○

不要照明の消灯 ◎
エアコン・室外機の簡易点検実施 ○
ノー残業デイの実施（毎週水曜日）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

△
空調温度の適正化 ◎
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-6-



一般廃棄物の削減

合計
2022年 1,576
2023年 1,932

水道水の削減

合計
2022年 138.0
2023年 138.0

紙の削減

プリントミスによるコピー用紙をまとめ、裏紙等に再利用しています。

○
ミスプリントは裏紙として利用 ◎
#REF! #REF!

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
両面、集約等の機能を活用 ○
ペーパーレス化に取り組む ◎
印刷物を作成する際は残部が出ないように配慮する

目標達成することができた。初期と比較すれば「紙を使うのがもったいな
い」という声が聞こえるようになってきている。意識は変わってきているた
め、来期も引き続き紙の使用量を減らしていきたい。

12.0 12.0 12.0 12.0 11.5 11.5 13.5 13.5 10.5
14.0 14.0 10.5 10.5 11.0 11.010.5 10.5 11.0 11.0 12.0 12.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 2月
9.5 9.5

12月 1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

自動水栓を導入しました

3月
10.5

目標達成することができた。去年度自動水栓を設置し節水につながってい
る。各自節水を心がけ、目標達成するように引き続き意識強化を行う。

数値目標 ○
手洗い時、洗い物においては日常的に節水を励行 ○

達成状況

自動水栓を導入した ◎
#REF! #REF!
#REF! #REF!

113 107 150 273 122 126181 134 146 221 139 220
83 126 147 320 96 117195 106 26 131 144 85

10月 11月 12月 1月 2月 3月

○

社員それぞれマイカップを使用しています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月

分別廃棄を徹底し、詰め替え可能製品を使用することで廃棄物削減を実現で
きた。今後も分別廃棄を習慣化し、廃棄物削減を心がける。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
分別廃棄の徹底 ○
詰め替え可能な商品の購入を推進 ◎
整理・整頓・清掃活動の実施
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グリーン購入の推進

環境に配慮した計画設計の提案推進

職場環境の把握

取組紹介欄

職場環境の改善を図る目的で、意見箱を設置しています。

はぐくみ支援企業に認証されました。

最新の法令等を適宜確認し周知する ○

目標達成することができた。様々な働き方や多様性への知識と理解を深め、
全社員が気持ちよく仕事をできる会社を今後も目指していく。

達成状況

3ヶ月に１度、環境に配慮した
計画設計の提案推進会議を実施しています。

最新の製品情報を把握するため、
配管講習会を実施しています。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
働きやすい組織体制の構築 ○
働き方について定期的に会議する ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
環境に配慮した計画設計の提案推進会議の実施 ○
環境に配慮した配管材を取り入れる ○

目標達成することができた。脱炭素等環境に配慮した配管材が多くでている
ので、常に新しい情報を取り入れ提案していく事を目指す。

目標達成することができた。使用頻度が多い事務用品にグリーンマーク付き
の代替え品がある商品が多かったため、達成できた。今後も商品を購入する
際は、グリーンマーク付き商品を選定していきたい。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○
事務用品グリーン購入比率向上 ○
燃費のよい自動車の採用 ○
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